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本
校
で
は
、
旭
川
市
西
神
楽
ホ
タ
ル
の
会
と
連
携
し
、
ホ

タ
ル
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
一
学
年
で
は
、
西
神

楽
の
地
域
と
ホ
タ
ル
の
歴
史
を
学
び
、
ホ
タ
ル
の
生
育
観

察
や
放
流
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
五
月
に
は
、

「西
神
楽
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
活
動
」、
七
月
に
は
「ホ

タ
ル
祭
り
in
西
神
楽
」に
全
校
生
徒
で
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
歩
む
持
続
可
能
な
教
育
の
実
現
を
目
指
し
た
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ホ
タ
ル
祭
り
で
は
来
場
さ
れ
た

一
般
市
民
や
観
光
客
の
方
々
に
道
案
内
を
し
た
り
、
ホ
タ

ル
に
関
わ
る
展
示
発
表
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の

教
育
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
心
を
育
む
情
操
教
育
の
充
実
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
西
神
楽
中
学
校
）

本
校
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

（
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
よ
り
供
給
）
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

お

弁

当

に
慣

れ

親

し
ん

で
き

た

子

ど

も

た

ち

で

す
が
、
い
ま
で
は
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
に
し
っ
か
り
と

馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
に
も
入
学
直
後
か
ら
笑
顔
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

食
育
を
通
じ
て
、
「
食

べ
る

力
」＝

「
生
き

る
力

」

を
育
む
こ
と
は
、
本
校
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
や
食
育
授
業
を
通
じ
て
、

食
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
、
健
康
的
な

食
生
活
を
実
践
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

心
と
身
体
の
健
康
を
維
持
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
を
職
員
一
同
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
愛
別
町
立
愛
別
小
学
校
）

四
月
一
日

新
任
所
員
着
任

四
月
十
七
日

講
座
内
容
研
究
協
議
会

六
月
四
日

【
学
校
経
営
Ⅰ
】

六
月
六
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
入
門
】

六
月
十
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
表
計
算
入
門
】

六
月
十
三
日

【
特
別
支
援
教
育
①
】

六
月
十
八
日

【
セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会
Ⅰ
】

六
月
十
九
日

【
学
級
経
営
と
教
育
相
談
】

六
月
二
十
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
校
務
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活
用
】

六
月
二
十
六
日
【
読
書
活
動
】

六
月
二
十
七
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
校
務
の
た
め
の
表
計
算
／

ク
ラ
ウ
ド
活
用
】

七
月
一
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
一
四
七
号
発
行

※
毎
週
火
曜
日

定
例
研
究
室
会
議

※
随
時

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所

長

伊

東

義

晃

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
が
高
い
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
と

て
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
が…

。

さ
て
、
日
本
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言

葉
は
、
平
成
元
年
、
職
場
で
の
「
セ
ク
ハ
ラ

（
以
下
○
○
ハ
ラ
と
略
）
」
を
問
う
裁
判
が
初

め
て
起
こ
さ
れ
、
同
年
「
セ
ク
ハ
ラ
」
が
新
語
・

流
行
語
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
で
広
く
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、

権
力
や
地
位
の
優
位
性
を
背
景
と
し
た
「
パ
ワ

ハ
ラ
」
を
は
じ
め
、
個
別
具
体
的
で
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
密
接
な
課
題
と
な
る
「
ア
カ
ハ
ラ
」

「
マ
タ
ハ
ラ
」
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
「
カ
ス
ハ
ラ
」

「
ア
ル
ハ
ラ
」
「
オ
ワ
ハ
ラ
」
な
ど
約
二
十
種

類
に
細
分
化
が
進
む
一
方
、
言
動
や
行
為
へ
の

厳
し
さ
こ
そ
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
「
ハ
ラ

ハ
ラ
」
の
問
題
も
増
加
し
て
い
る
と
か
。
一
方
、

過
度
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
に
よ
っ
て
、
人
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、

生
き
づ
ら
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
放
映
さ
れ
た

ド
ラ
マ
「
不
適
切
に
も
ほ
ど
が
あ
る
」
。
扱
い

が
難
し
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
問
題
を
取
り
上
げ
、
主
人
公
の
阿
部
サ
ダ
ヲ

「
寛
容
」
が
「
肝
要
」

を
中
心
に
ク
セ
ツ
ヨ
風
に
扮
し
た
俳
優
陣
が
、

コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
る
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
ー

と
し
て
大
き
な
話
題
を
よ
び
ま
し
た
。

主
人
公
・
市
郎
（
中
学
教
師
）
は
、
ひ
ょ
ん

な
こ
と
で
昭
和
六
一
年
か
ら
令
和
の
現
代
へ
。

昭
和
の
ダ
メ
お
や
じ
の
不
適
切
発
言
が
令
和
の

停
滞
し
た
空
気
を
か
き
回
す
の
で
す
。
一
方
で

は
、
市
郎
の
極
論
が
、
今
を
生
き
る
我
々
に
、

人
間
関
係
の
在
り
よ
う
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
キ
ッ
カ
ケ
を
与
え
る
の
で
す
。
特
に
、
毎
回

定
番
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
シ
ー
ン
で
は
、
よ
り

前
向
き
で
穏
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
言
葉
を
投
げ
か
け
ま
す
。
最
終
話
で

は
、
令
和
か
ら
昭
和
に
戻
っ
た
市
郎
と
、
昭
和

か
ら
令
和
に
戻
っ
た
サ
カ
エ
（
吉
田
羊
）
が
お

互
い
“
今
”
に
違
和
感
を
抱
え
、
キ
ャ
ス
ト
勢

揃
い
で
「
も
っ
と
寛
容
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

「
大
目
に
み
ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
歌
詞
に
思
い

を
詰
め
込
み
、
「
寛
容
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
一
つ
の
答
え
と
し
て
示
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

前
述
し
た
問
題
を
簡
単
に
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
が
、
我
々
が
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
い
つ
の
時
代
も
「
寛
容
」
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
心
に
刻
み
つ
つ
、
ぜ

ひ
と
も
本
作
の
続
編
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
寛
容
」
に
な
ら
な
い
と
イ
カ
ン
ヨ
ウ
！

セ

ン

タ

ー

日

誌

随

想
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研
修
講
座
寸
描

研
修
講
座
内
容
研
究
協
議
会

四
月
十
七
日
、
二
十
五
講
座
の
講
師
四
十
一
名
に
御
参
加

い
た
だ
き
、
今
年
度
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
野
﨑
幸
宏
教
育
長
よ
り
御
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
石
前
聖
香
副
所
長
よ
り
研
修
事
業
の
報
告
と
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
分
科
会
で
は
、
教
職
全
般
を
通
じ
た
教
職
員

等
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
目
指
し
て
、
講
座
内

容
や
日
程
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
年
の
教
育
動
向
や
受
講
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
講
座
内
容
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小

中
の
連
携
を
重
視
し
、
小
中
の
研
究
授
業
を
取
り
入
れ
た

講
座
、
今
日
的
な
教
育
課
題
を
踏
ま
え
た
講
座
、
演
習
・

実
技
等
を
取
り
入
れ
た
講
座
な
ど
、
研
修
内
容
を
広
く
教

育
現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

夏季休業中の研修講座申込みを随時受け付けております。クーラーの効いた当センター会場で研
修を深めませんか？受講を希望される場合は，上川教育研修センターホームページの「研修講座開
催要項」Ｐ２３（一般研修講座）・Ｐ２５（ＩＣＴ実技研修講座）に掲載されております申込書を
お使いいただき，研修センターのＦＡＸ（０１６６―２４―２５１２）にお申込みください。

※ＩＣＴ実技研修２９日（月）「授業でのタブレットＰＣ活用①」「校務でのタブレット活用②」
は，定員に達しております。

開 催 日 研 修 講 座 名 会 場 備 考

７月２４日（水） 幼保小連携教育 研修センター

７月２４日（水） 表計算入門① 研修センター ＩＣＴ実技研修

７月２４日（水） 校務のための表計算① 研修センター ＩＣＴ実技研修

７月２５日（木） 道徳科指導① 研修センター ２日目 ９月 ３日（火）

７月２５日（木） 授業のためのプログラミング入門① 研修センター

７月２６日（金） 国語科指導① 研修センター ２日目 ９月１０日（火）

７月２９日（月） 理科指導① 研修センター ２日目１０月 ２日（水）

７月２９日（月） 授業でのタブレットＰＣ活用① 研修センター ※ＩＣＴ実技研修

７月２９日（月） 校務でのタブレットＰＣ活用② 研修センター ※ＩＣＴ実技研修

７月３１日（水） 学校事務実務 研修センター

８月 １日（木） 算数・数学科指導① 研修センター ２日目 ９月２５日（水）

８月 ２日（金） 外国語（英語）指導① 研修センター ２日目 ９月２７日（金）

８月 ５日（月） 社会科指導① 研修センター ２日目１０月３１日（木）

８月 ６日（火） 令和の日本型学校教育 研修センター

８月１９日（月） 学校と地域の連携・協働 研修センター
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旭
川
市
立
東
五
条
小
学
校

一

学
校
概
要

本
校
は
、
旭
川
市
内
を
貫
流
す
る
石
狩
川
と
そ
の
支
流
牛
朱
別
川

と
に
挟
ま
れ
た
新
旭
川
地
区
に
あ
り
、
開
校
当
時
よ
り
農
業
と
準
工

業
地
帯
と
し
て
栄
え
、
市
の
中
心
部
に
隣
接
し
て
い
る
住
宅
地
と
し

て
も
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
開
校
当
時
の
「
赤
レ
ン
ガ
の
校
舎
」
は
、

近
代
的
設
備
の
充
実
し
た
モ
デ
ル
校
で
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
に
は

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
い
で
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

□
教
育
理
念
「
日
本
の
力
と
な
る
子
ど
も
」

□
教
育
目
標
「
か
し
こ
さ

ゆ
た
か
さ

た
く
ま
し
さ
」

三

年
度
の
重
点

「
学
び
か
ら
自
他
の
よ
さ
を
感
じ
、
夢
や
希
望
に
向
か
う
子
ど
も

を
育
て
る
」
と
い
う
重
点
目
標
の
も
と
、
学
校
生
活
の
大
半
を
占
め

る
授
業
を
不
断
に
、
確
実
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
「
Ｕ
Ｄ
Ｌ

を
軸
と
し
た
ヒ
ガ
ゴ
型
問
題
解
決
的
学
習
の
確
立
」
「
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
を

軸
と
し
た
ヒ
ガ
ゴ
型
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
子
ど
も
支
援
」
を
研
究
の
基
軸
に

据
え
、
「
自
ら
学
び
に
向
か
い
、
学
び
を
舵
取
り
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
」
を
目
指
し
職
員
全
員
意
思
を
一
つ
に
研
究
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま

た
外
部
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
社
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
リ
ア
ル
体
験
を
通
し
た
「
生
き
方
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」

を
子
ど
も
達
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

令和６年度 「研究協力校の紹介」

昨年度のセンター発表会の様子

旭
川
市
立
東
鷹
栖
中
学
校

一

学
校
概
要

本
校
は
、
旭
川
市
の
最
北
に
位
置
し
、
遠
く
に
は
大
雪
の
峰
々
を

望
み
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
、
豊
か
な
田
園
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
一

九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
に
開
校
し
、
今
年
で
七
十
七
年
目
を

迎
え
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、
学
級
数
七
学
級
（
特
支
を
四
含
む
）
、
生
徒
数

百
八
名
で
す
。
全
校
生
徒
は
、
明
る
く
素
直
で
伸
び
伸
び
と
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

『

自
主
性
に
富
み

創
造
力
豊
か
な
生
徒

』

三

年
度
の
重
点

全
校
生
徒
と
全
職
員
で
「
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
学
び
合
い
を
通

し
て
、
自
己
表
現
で
き
る
教
育
の
充
実
」
を
年
度
の
重
点
と
し
て
い

ま
す
。

①
周
り
の
状
況
や
相
手
の
気
持
ち
に
気
づ
く
。

②
気
づ
い
た
こ
と
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
る
。

③
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
正
し
い
判
断
で
行
動
に
移
す
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
何
事
に
も
挑
戦
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
、
生
徒
一
人
一
人
の
資
質
・
能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
教
育
活

動
を
工
夫
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。
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今年度の研修講座開催要項や各種申込書，Ｒ５年度研究紀要

等がダウンロードでき，過去の研修講座の様子やセンターだよ

りを見ることもできます。右の２次元コードをスキャンしても，

「令和６年度研修講座開催要項」と「令和５年度研究紀要」が

御覧いただけます。

また，センターで所蔵している資料名を閲覧できますので，

お探しの資料があれば貸出しすることも可能です。さらに，施

設の使用についても詳細を見ることができます。ぜひ，御活用

ください。

教育界には課題が山積しております。ぜひ「教育講演会」に御参加いただき，お一人お一人が抱える

課題の解決に努めていただければと考えております。多数の皆様の御参加をお待ちしております。

【令和６年度 【令和５年度

研修講座開催要項】 研究紀要】
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心
に
残
る
授
業

そ
の
89

現
行
の
学
習
指
導
要
領
解
説
（
算
数
・

数
学
編
）
に
は
、
算
数
・
数
学
の
問
題

発
見
・
解
決
の
過
程
を
意
識
し
つ
つ
、

児
童
生
徒
が
目
的
意
識
を
も
っ
て
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
の
心
に
残
る
授
業
は
、
令

和
三
年
度
に
参
観
し
た
中
学
校
第
二
学

年
の
数
学
「
箱
ひ
げ
図
」
の
授
業
で
す
。

私
が
参
観
し
た
の
は
、
現
行
の
学
習
指

導
要
領
に
新
設
さ
れ
た
内
容
で
あ
り
、

授
業
者
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
指
導
と

な
る
単
元
の
一
時
間
目
の
授
業
場
面
で

し
た
。

始
業
と
と
も
に
授
業
者
は
、
大
谷
翔

平
選
手
の
話
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
大

谷
選
手
は
、
投
手
と
打
者
の
二
刀
流
で

一
〇
三
年
ぶ
り
に
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
の

記
録
を
抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
た
時
で
し
た
。

あ
る
新
聞
社
の
記
事
で
は
、
大
谷
選
手

の
登
板
日
ご
と
の
球
速
を
箱
ひ
げ
図
を

用
い
て
ま
と
め
、
記
録
更
新
の
可
能
性

に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

記
事
を
教
材
に
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、

野
球
に
興
味
の
無
い
生
徒
も
話
題
に
つ

い
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
生
徒

と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
二
刀
流
の
意

味
や
大
谷
選
手
の
活
躍
に
つ
い
て
丁
寧

に
話
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
大
谷
選
手
の
活
躍
を
動
画
で

見
た
後
、
新
聞
記
事
に
あ
る
生
徒
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
箱
ひ
げ
図
を
提
示
さ
れ

た
時
に
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
「
こ
の

図
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
「
こ
の
図
の
そ

れ
ぞ
れ
の
線
は
、
何
を
表
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
」
「
新
聞
社
は
、
別
の
図
で

は
な
く
、
な
ぜ
こ
の
図
を
使
っ
て
大
谷

選
手
の
球
速
を
ま
と
め
た
ん
だ
ろ
う
？
」

「
こ
の
図
を
使
う
と
ど
ん
な
い
い
こ
と

が
あ
る
の
か
な
？
」
な
ど
と
、
主
体
的

に
箱
ひ
げ
図
の
必
要
性
や
そ
の
意
味
に

つ
い
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
状
況
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
ま
さ
に
、
日
常
生
活

や
社
会
の
事
象
の
中
か
ら
問
題
を
発
見

し
、
生
徒
自
ら
が
目
的
意
識
を
も
っ
て

学
習
に
取
り
組
む
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま

し
た
。

授
業
さ
れ
た
先
生
は
、
こ
の
四
月
、

新
卒
の
期
間
を
終
え
、
二
校
目
へ
と
転

出
し
ま
し
た
。
き
っ
と
今
日
も
生
徒
の

興
味
を
引
き
出
し
、
生
徒
の
つ
ま
ず
き

を
生
徒
と
共
に
解
決
し
な
が
ら
、
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

生
徒
を
育
て
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
授
業
は
、
授
業
改
善
推

進
事
業
映
像
版
実
践
資
料
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

ht
t
p
s:

/
/y
o
ut

u
.
be

/
Hq

U
gW

D
O
aw

h
Y

旭
川
市
教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
主
査

沼

澤

和

範

教科指導をはじめ，生徒指導・特別支援教育・今日的な教育課題・ＩＣＴ活用・各種実技指導

など，各学校の校内研修や教育研究団体の様々なニーズに合わせて，選りすぐりの講師を派遣し

ています。

今年度の一次受付と二次受付は終了していますが，予定している開設数までまだ空きがござい

ます。上川教育研修センターのホームページに掲載しております「令和６年度 研修講座開催要

項」のＰ２４「出前講座申込書」に必要事項を御記入の上，直接当センターへFAX（０１６６―

２４－２５１２）で送付してください。ぜひ，御活用ください。

【講座内容例】

教科等指導（国，算等） 指導計画，評価，言語活動，校内研修にかかわる事項等

ＩＣＴの活用 タブレットＰＣ活用，ＩＣＴ活用，メディアリテラシー等

各種実技指導 器械運動（体育），木版画（図工），毛筆（書写）等

特別支援教育 発達障害の理解，個別の支援計画，交流および共同学習等

生徒指導 構成的グループエンカウンター，教育相談，カウンセリング等

今日的な教育課題 学力向上，外国語（英語），幼保小連携，小中連携等
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新

任

所

長

事
務
係

Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員(

旭
川
市
立
緑
が
丘
中)

研
究
員(

旭
川
市
立
朝
日
小)

伊
東

義
晃

笹
谷

青
子

久
須
美
克
典

河
野

翼

副
所
長

事
務
係

研
究
員(

旭
川
市
立
愛
宕
中)

石
前

聖
香

上
光
さ
ゆ
り

片
山

泉

○
前
指
導
員

平
井

佐
知(

旭
川
市
立
緑
新
小)

○
前
研
究
員

事
務
部
長

指
導
員(

旭
川
市
立
桜
岡
中)

研
究
員(

旭
川
市
立
新
富
小)

近
田

泰
斗(

旭
川
市
立
高
台
小)

北
澤

克
康

小
林

和
博

因
幡

明
浩

○
前
研
究
員

三
上

貴
也(

旭
川
市
立
中
央
中)

研
究
事
業
部
長

(

旭
川
市
立
青
雲
小)

指
導
員(

旭
川
市
立
愛
宕
中)

研
究
員(

旭
川
市
立
北
門
中)

川
村

貴
弘

野
尻

佳
世

荒
木

健
地

所

員

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
紹
介

退

任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

発
行
日

令
和
六
年
七
月
一
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
ー
〇
〇
三
六

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

電
話(

〇
一
六
六)

二
四
ー
二
五
〇
一

責
任
者

伊

東

義

晃

限
ら
れ
た
回
数
の
研
修
講
座
で
、
よ
り

即
戦
力
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

上
川
管
内
の
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
川
管
内
の
教
育
推
進
に
向
け
て
、
理
論

と
実
践
を
積
み
重
ね
、
研
究
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員

児
玉

考
弘

（
愛
別
町
立
愛
別
中
）

研
究
員林

裕
生

（
旭
川
市
立
神
楽
岡
小
）

研
究
員林

尚
輝

（
当
麻
町
立
当
麻
中
）


